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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1862年、ドレはセルバンテスの「ドン・キホーテ』の挿画制作の構菟1
ギュスタ＿ヴ・ドレ［1832．1883］　　　　　　　　　　　　　　　　をたて・スペイン旅行に出る．そして・約1年のあいだに・『ドン゜キホ
ラ・シエスタ、スペインの思い出》　　　　　　　　　　　　　　　　一テ∠の挿lt町のためも含め、650点もの素描を描いたとされる一1868
18醐．頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年、これらの素描をもとに、スペインを題材とした絵画を数点制作し
蠣ぞ講二K）　　　　　　　　　　ている，雑1よこうしたドレの「スペイン趣味」1・属する絵噸骸
ノi卜’に署名：Gtic）Dσ’ぜ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　的作例である、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルイ＝フィリップ王政臼こパリに開設された名高い「スペイン美術
騰。P蹴罵翻，　　　　　館」に燃れるフランスの「スペイ麟」は・182・－3・・1・1・1・の・マ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンLl義芸術家たちによって開拓されたが、その後第二帝政F、ナポ
じa－LS6　
Oihmcam’aS　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レオン3世の妃ウージェニーがスペイン出身だったこともあいまって
L）7，9，1〉く191．8ぐlTl
Sigl1・ci　at　1・wer　left：α9・’．∠，・〃ゼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　裾野を広げ、新しい若い世代の人々にも浸透していったI
P・2e°　r）－T　　　　　　　　　　　　　。マン礒の第二世代に属するドレに、スペインとvうピレネー
軸，・・pl。venance：Christie『t　－L、、nd（）ll，・L・g　N，。vember　lト）gLl。t、i）Ol　lshizしlka　C。11ecti。n，　　　1］1脈を越えた異文化との出会いは、新鮮な題材を提供した　ドレの
T°ky°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　描くスペイン主題の絵画は、当時サロンで流行していたオリエンタリ
展覧会歴Exhibitl〔’n：Pa「is『　Sal°n⊂de　19t　Ttt）．　n°』818’　　　　　　　　　　　　　　スムにも通じるピトレスクで民族的な要素が強調されているが、同時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に、新しい世代の特徴でもあるレアリスムも色濃く表われている一そ
2『
うした画面の多くに見られるのは、晶’める者と貧者、人物の動と静で
など、いくつかの対照的な様相であり、画面を覆う強い光と影によっ
て強調されている　本作にも、こうした要素を見てとることができるだ
ろう　縦長の．画面は、画家のノこ体験に基づく写実的描写が基盤に
なっているが、物憂気な人物の表情や、彼らを照らし出す光や影に
は劇的な効果が存分に発揮されている，構図はイギリスでドレが描
いた作品に多く見られる、遠近法的な街路と建物を背景に複数の人
物を前景に配遣した独特なものである。また、サロンへの出品作
q875年）ということで、大画面の構成ではあるが隅々まで描き込ん
だ仕ヒがりとなっている、ただし、当時のサロン評などを見る限り、
比較的穏健な評価を得たにとどまった作品なようである
　　フランス第二帝政期を代表する作家のひとりギュスターヴ・ドレの
作品として、わが国の美術館にはその題材、．大きさから見ても本作例
のような絵画を見出すことはできない．コレクションの文脈、内容から
みて、国、Z西洋美術館はこうした絵1由1を展示するにあたって最適な
場所と、i’える．　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔高橋明也1
in　l862．　with　thoughts　of　creatillg　illustratiol－1s　for　Cervantes’∠）oη
Qui．￥ote．　Dor6　traveled　to　SpailL　Over　the　course　of　about　a　year　he
created　some　650　drawings，　including　those　intended　as　illt」strations　for
DoηQti　ixote．［n　I868　he　created　a　number　of　paintings　oIl　Spanish
subjects，　using　the　drawings　as　his　source　InateriaL　This　pail）tilコg　is　a
representative　example　of　the　works　created　as　part　of　Dor6s　interest　in
Spain，
　　lnterest　ill　all　thiI／gs　Spanish　flourished　in　Paris　during　the　reign　of
Louis－Phillipe．　as　typified　by　the　opening　of　the　falnous“Galerie
espagnole”il）the　Louvre　ill　Paris　from　l838　to　l848．　This　treT．1d　began
with　the　Romantic　painters　active　ill　the　l820s　and　l830s，　Under　the
Second　Empire．　with　the　Empress　Eugenie　of　SpaI）ish　birth．　interest　ilコ
Spain　intensified　and　spread　to　a　new，　younger　generatio【1　ill　Paris，
　　Dor6　was　of　the　sec（）nd　generation　of　Romantic　painters．　and　his
ellcoullter　with　the　foreign　culture　of　Spain，　across　thtt　Pyrenees
M（．）untains．　provided　the　artist　with　fresh　new　subject　matter　fol’his
works．　Dor（…’s　paintings　on　Spanish　subjects　emphasized　picturesque
alld　lolk　elements　also　found　m　the　Orientalism　that　was　the　fashion　in
the　Salons　of　the　day．　At　the　same　time，　Dorごs　works　were　deepiy
imbued　with　the　realisIn　that　represented　the　characteristics｛．）f　a　new
age．　These　paintings　incorporate　a　number　of　contrasting　elelnents．　the
rich　ill　contrast　with　the　poor．　and　human　activity　against　st川ness．　the
surface　of　the　paintings　further　emphasizing　contrast　with　Iayers　of
stt’（）ng　hght　and　shadc）w．　This　work　reveals　all　those　elelnents．　The
vertical　composition　is　a　realistic　depiction　d！’awn　from　the　artisゼs　own
experiences：the　languid　expressions　of　the　people　alld　the　light　and
shadow　playing　over　their　features　heighten　the　dramatic　effect　of　the
、、・ork．
　　The　Cぐ）mpOSitiOn　iS　like　th　at　（）f　many　Of　the　WOrkS　Created　by　DOr6　in
England．　with　its　distinctive　use　of　perspectivally　render（〔i　roads　and
buildings　in　the　backgrc）und．　setting（⊃ff　numerous　figures　placed　in　the
foreground．　This　work　was　also　meant　for　Salon　display（entered　in
l875）．　and　given　Salon　standards．　the　composition　f川s　every　nook　and
cc〕rner（，f　the　massive　canvas，　However，　to　the　degree　seerl　ill　the
contemporary　critiques　of　the　Sal（）n，　this　work　was　ludged　to　be
relatively　quiet　and　depelldable
　　This　is　the　ollly　exami）le　of　a　work　by　the　malor　Secolld　Empire
paintel’Gustave　Dor60f　this　scale　and　subject　matter　t（）be　found　in　a
Japanese　museum．　Considering　the　NMWA’s　collection　context　and
contents．　the　NMWA　is　a　superb　place　for　the　display　of　such　a　work．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔Akiya　Takahasi、i）
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